
















































ながさき経済　2026　秋号　｜　2525

　総事業費は 1 億 2,752 万円。内訳は、県の交
付金（国からの補助を含む）5,778 万円、市の
水産業振興対策事業補助金 333 万円、漁協負担
6,641 万円である。
　常設化によりこれらの問題が解決されること
で、運営側にも利用者側にもメリットが及んだ。
雇用や観光を通して、それまで漁業に関係のな
かった人々が漁業に親しみを抱くことにもつな
がっている。今後は、季節や天候に左右されな
い新たな取組みも期待されている。
※�参考資料：同漁協資料「2026 年 3 月、第 31 回全

国青年・女性漁業者交流会　発表資料」

おわりに
　各地にある漁村が浜の活力を取り戻そうと海
業に乗り出すなか、大切なのはその地域にあっ
た規模や内容にすることと、地域がかかえる問
題の解決に寄与することであろう。
　その点、長崎県内の事例をみると、いまある
ものや与えられた条件を生かして課題に向き
合っていることがわかる。上対馬はインバウン
ドをメインターゲットとした海業、丸徳水産は
体験型観光と食べる磯焼け対策「そう介プロ

ジェクト」、勝本は遊覧船と商店街の動線の構
築、奈良尾は漁港施設をヨットの寄港地にとい
うように。
　長崎県内ではここにあげた事例の他にも海業
の取組みが進んでいる。それらの取組みにも期
待したい。　

（宮崎 繁樹）

＊�本 稿 は「 な が さ き 経 済 web」https://nagasaki-
keizai.jp/ に 2026 年 7 月 22 日付で掲載した内容

（ホームページ等の最終閲覧も同日）を一部更新し
たものです。

糸島の漁港に常設されたカキ小屋（赤い屋根と白い屋根）
写真：当社撮影
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はじめに
　戦国時代のポルトガル船来航を契機に江戸時
代の終わりまで、わが国唯一の海外への窓口と
して独自の文化を育みながら発展してきた街・
長崎。その文化の担い手の一つが長崎検番であ
る。検番 1）に所属している芸

げ い こ

妓 2）が披露する、
わが国の歴史や文化に根付いた演舞や唄は、日
本らしさを体現できるとして、長崎を訪れる外
国人観光客からも好評を博している。しかしな
がら、この素晴らしい花街 3）文化は、全国的に
も縮小傾向にあり、都市部・地方を問わず芸妓
や舞妓たちの後継者不足に直面するなど、その
継承が大きな課題となっている。このため、花
街が残るところでは、新たな芸妓の確保に地元
の経済界が協力するなどして、懸命に文化の維
持が図られている。
　そこで、本稿では各地に残る花街における支
援組織に触れつつ、ここ長崎県の花街・長崎市
丸山町にある長崎検番の紹介とその活動につい
て述べる。
1） �芸妓のお座敷（宴会）への派遣と、舞踊や三味線

など鳴り物の稽古・管理、料亭からの請求と、置
屋※への支払い代行などを行う事務所のこと

　 ※�芸妓が所属して、衣裳の管理や髪結いを手配し、
料亭や茶屋へ派遣するところ。芸妓の生活全般
の世話も行い、彼女たちが生活を共にする住ま
いも兼ねる。もっとも、長崎では既に失われて
いる。

2） �宴席に赴いて芸能によって客をもてなす、女性の
専門職。

3） �芸妓の派遣先である茶屋や料理屋、置屋が集中す
る地域。

Ⅰ . 花街文化
　わが国の花街文化は、芸妓や舞妓が伝統的な
芸事を磨き、座敷で客人をもてなす固有の伝統
文化である。明治時代に多くの花街が全国各地
に誕生した。

1. 花街の衰退
　全国の代表的な花街は、京都の五花街（祇園
甲部、宮川町、先

ぽんとちょう

斗町、上
かみしちけん

七軒、祇園東）や東
京六花街（新橋、赤坂、神楽坂、浅草、芳町、
向島）をはじめ、新潟市の古

ふるまち

町、金沢市の三
さん

茶
ちゃ

屋
や

街
がい

（ひがし茶屋街、にし茶屋街、主計町茶屋
街）、そしてここ長崎市丸山町など、都市部だ
けではなく、地方にも数多く残る。これらの花
街は、それぞれ昭和初期に全盛期を迎えている
が、大衆消費社会の到来とともに、格式を重ん
じるその仕組みは徐々に敬遠され、芸や遊興が
時代遅れと見なされはじめたこと、これに 1990
年代初頭のバブル崩壊が重なり客離れが急速に
進んだ。そして、この世の中の流れにライフス
タイルの変化も加わり、芸妓や舞妓を目指す女
性が減少したことで後継者不足が発生、さらに、
舞台となる料亭など高級料理店も、経営難や都
市開発などで次々に閉店してき、花街文化は衰
退していった。
　このような情勢からこの文化を維持すべく、
花街の伝統文化としての価値を見直し、新たな
存続の道を模索する動きが各地で広がってい
る。

花
か

街
が い

文化の活用を
～長崎検番～
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2. 花街の運営組織
　花街の芸妓が所属している組織は、歴史的な
経緯から “ 〇〇三業 1）組合 ” や “ 〇〇芸妓組合 ”
のような任意団体が多く、古くからのしきたり
に則って運営されている。
　一方では、そのような組織が法人化して株式
会社となり、社員となった芸妓に給与を支給す
る、あるいは社団・財団法人となって公的支援
を受けるなど、組織を会社化して経営の安定と
新人の発掘を行うところも増えてきている。
1）�「料亭（料理屋）」、「待合（茶屋。座敷を貸し出す

場所で、料理は作らず仕出しなどを取り寄せる）」、
「置屋」の三業種を指す。

3. 運営組織の法人化
　全国各地の花街で法人化されているところ
は、営利目的なのか、文化の保存が主目的なの
かにより、営利法人である株式会社、非営利法
人・公的組織である一般社団法人や公益財団法
人という 2 つの形態に分かれる。
　公的な支援や商工会議所、行政、市民など地
域全体から広く協力を得て、文化保存に特化す
るために法人化、もしくは設立、組織化された
主な団体は次の通り（図表 1）。
　また、地元の有力企業などが出資して、置屋自
体を企業化し、芸妓を「会社員（給料制）」とし
て雇用することで、経営安定に取り組んでいると
ころもある。長崎検番はこれにあたる（図表 2）。

【図表 1】花街の非営利法人

【図表 2】花街の営利法人

当研究所にて作成

当研究所にて作成

所 在 地 花街・芸妓の組織 概　　　要

福井市 一般社団法人福井・
浜町芸妓組合

2014（平成26）年設立。福井の旧花街・浜町の芸妓文化の継承と組合運営
を行っている法人。新人芸妓を随時募集。

京都市 公益財団法人京都
伝統伎芸振興財団

1996（平成8）年発足。愛称：おおきに財団。京都の五花街を公的に支援。
五花街や観光業界、行政、財界が費用を負担し、公演の開催や、熟練芸妓の
顕彰・奨励金の支給、若手芸妓の衣装購入費用の補助などを行う。

京都市 学校法人
八坂女紅場学園

舞妓・芸妓の教育機関である祇園女子技芸学校を設置している、明治時代か
ら続く歴史ある学校法人。

金沢市 金沢伝統芸能
振興協同組合

1983（昭和58）年、金沢商工会議所が中心となり設立。三茶屋街における金
沢芸妓の技能習得を奨励、後継者の育成などに向けた各種取り組みを実践。

静岡市
清水区 静岡伝統芸能振興会

旧清水市（現静岡市）の経済界が中心になって設立し、その活動を地元企業
が会費制で支えてきた清水芸者の後援会「清美会」を発展的に解散。2012
（平成24）年に静岡商工会議所や市など、官民連携で立ち上げた振興組織。

所 在 地 花街・芸妓の組織 概　　　要
新潟市
古町 柳都振興株式会社 地元の有力企業約80社が出資して、1987（昭和62）年に設立した、わが国

初の株式会社組織による芸妓養成・派遣会社。芸妓を社員として雇う。

山形市 山形伝統芸能
振興株式会社

愛称：やまがた紅の会。地元企業の共同出資により、1996（平成8）年設
立。「やまがた舞子」を育成、派遣するマネジメント会社。 

秋田市 株式会社せん 2014（平成26）年設立。秋田市の繁華街・川反（かわばた）花街の「あき
た芸舞妓」の育成・派遣を通じて、途絶えかけていた文化を復活。

長崎市
丸山町 株式会社長崎検番 2022（令和4）年、芸妓の経営基盤を安定させるため、一般社団法人長崎民

芸協会が、長崎検番の株式を所得。

リュウト



28　｜　ながさき経済　2026　秋号28

Ⅱ . 長崎検番
　長崎検番は、江戸時代に江戸の吉原、京の島
原とともに、日本の三大花街の一つとうたわれ
た長崎の丸山（現、長崎市丸山町）に事務所を
構える。その事務所は、築 100 年を超える旧丸
山東検番の建物を活用しており、同所の軒先に
は、所属する芸妓の名前が書かれた赤提灯が掲
げられ、暗くなるとその光が幻想的な雰囲気を
醸し出す。

　長崎検番は、明治時代に長崎町券番として組
織を確立し、他の花街と同様、昭和初期に最盛
期を迎えた。その名芸妓「愛八」により歌われ
た “ ぶらぶら節 ” の大ヒットが、長崎花

かりゅうかい

柳界 1）

の発展に大きく貢献したことは、その曲名を基
にした映画「長崎ぶらぶら節」などにより広く
知られているところである。戦後は、長崎芸能
会として活動を継続、2022（令和 4）年には増
資を行い株式会社となり体力を強化、将来にわ
たる経営の安定化を目指した（図表 3）。
1） 芸者や遊女など、花街文化の業界全般を指す

　株式会社長崎検番に所属する 14 名の芸妓は、
「立

たちかた

方」（踊り担当）と「地
じ か た

方」（唄・三味線・
囃子担当）に分かれて日々の稽古に励んでおり、
高度な芸を取得、維持しながら、料亭や観光イ
ベントなどにて踊りや三味線、お囃子などの芸
を披露している。現在、九州に残る検番は当検
番と福岡県の博多券番の2つのみとなっている。

長崎検番事務所の 2 階に掲げられている赤提灯

【図表 3】長崎検番の沿革

長　崎　検　番　の　沿　革

1907（明治40）年 長崎町券番 創立

1909（明治42）年 丸山東検番 創立

1949（昭和24）年 長崎町券番と丸山東検番が合併 丸山東検番を事務所とした「長崎芸能会」が発足

1972（昭和47）年 長崎芸能会が株式会社へ（登記上。会社法施行前）

1977（昭和52）年 長崎芸能会を「長崎検番」へ改称

1996（平成8）年 「有限会社長崎検番」に組織変更

2022（令和4）年 「株式会社長崎検番」に組織変更

芸妓衆 社員芸妓3名（内、見習い1名）
所属芸妓11名 計14名（2026年9月現在）

立方（たちかた）10名
地方（じかた）  　4名

※社員芸妓が一般社員。所属芸妓は検番所属の個人事業主となる。
株式会社長崎検番の資料を基に当研究所にて作成
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Ⅲ . 長崎検番の活動
　長崎検番は、所属する芸妓衆の育成と管理、
そしてお座敷への派遣や手配、花代（売上）の
精算までを一貫して行う一方、若手芸妓の確保・
育成にも尽力するなど、伝統芸能の継承と地域
経済への貢献を両立させている。

1. 活動内容
　長崎検番は、提携している 7 カ所の老舗料亭
より、人数や時間など顧客の求めに応じて芸妓
衆を派遣して唄や踊り、三味線などの芸を披露
する、いわゆる “ おもてなし ” の提供を行う。
近年は、これに加えて観光関連イベントなどに
おいて、長崎の伝統・文化の代表として参加す
るなど、長崎の魅力を外部に向けて広く発信す
る役割が増えつつある。
	
2. 観光イベントなどでの活動
　2026 年 4 月、長崎県がインバウンド誘客を推
進するために創設した『長崎県国際観光ウェル

カムアンバサダー』に、長崎検番の芸
げ い こ し

妓衆が就
任した。この制度を委嘱された長崎検番は 2 例
目であり、第一号は 2023 年 3 月に就任した世
界的ヴァイオリニストの石川綾子氏、3 例目は
ハウステンボス歌劇団である。
　長崎検番のウェルカムアンバサダーとしての
初仕事は、長崎県への誘客に係る宣伝 PR を行
うことを目的に、アメリカ・ニューヨークにて
今年 5 月に開催された「第 5 回 ジャパンパレー
ド＆ストリートフェア」と「ジャパン・ビレッジ・
スプリング・フェスティバル」への参加であっ
た。着物姿でステージに登場した芸妓衆は、「長
崎音頭」や「ぶらぶら節」など 4 演目を披露し、
伝統楽器や踊りを観客と一緒に楽しみ、記念撮
影に応じるなど、外国語が堪能な芸妓がいるこ
とも長崎へのインバウンド推進の強みとなって
いる。

　長崎検番の近年におけるお座敷（料亭派遣な
ど）以外の活動については次の通り（図表 4）

ニューヨークで活躍する長崎検番の芸妓衆

※写真提供：株式会社長崎検番（2 枚共）
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【図表 4】長崎検番のお座敷以外の活動一覧（黄色は県外における活動）

株式会社長崎検番の資料を基に当研究所にて作成

活 動 年 活　動　行　事 活　動　内　容

2023年

2024年

ツーリズムEXPOジャパン
2023（インテックス大阪）
ツーリズムEXPOジャパン
2024（東京ビックサイト）

新たな観光市場の発信を目的に開催されたイベント。長崎県クルー
ズ振興協議会のブースにて、フライヤー配布や、特設ステージでの
演舞披露など長崎の伝統芸能をPR。

2024年 実花会日本舞踊発表会
長崎検番の花柳孝光央師匠主催による、花柳流日本舞踊の発表会
が、長崎ブリックホール大ホールにて開催。この発表会を通して、
芸能レベルの向上を図るとともに、長崎検番の魅力を発信。

2023年
2025年 長崎くんち 2023年は、丸山町より依頼を受け出演。2025年は、新橋町からの

依頼により出演。

2025年 ファムツアー（試験ツアー）
外国人旅行客の誘致拡大を目的とした体験ツアー。イタリア・韓
国・フィリピン・国内の各旅行会社が参加。検番事務所にて芸妓衆
の舞や所作を体験。

〃 東京新橋組合第100回記念
公演「東をどり」

東京新橋組合からのオファーで、第100回記念公演となる「東をど
り」（新橋演舞場）に出演。全国から19花街の芸者衆が参集。長崎
検番は長崎独特のものとして作られた長唄「うかれ唐人」を披露。

〃 経済団体の台湾（台北）訪問
長崎県商工会議所連合会と長崎県観光連盟との共催で、台湾台北市
における観光関連商談会、並びに台湾経済界との意見交換会が開催
され、そのレセプションにて長崎県の伝統文化を紹介。

2025年
2026年 長崎検番in出島

大型クルーズ船の入港日に合わせて2025年9月～2026年3月の期
間で10日間（1日3公演）開催。期間中573人（内外国人180名）
が来場。演舞の鑑賞に加え、太鼓や鐘等を体験。

2026年 長崎歴史文化博物館
開業20周年イベント

検番芸妓の演舞の披露とともに、太鼓等の体験を実施。

〃 佐賀小城市春雨祭り 江戸時代後期に端唄「春雨」を作詞した小城藩士・柴田花守をしの
ぶ「小城春雨まつり」に出演。毎年出演しており、今年で63回目。

〃 関西万国博覧会 九州7県合同催事。九州7県が観光・物産・食・文化などの地域資
源をPR。長崎県のPRとして2日間にわたり出演。

〃
第5回 ジャパンパレード＆ス
トリートフェア
ジャパン・ビレッジ・スプリ
ング・フェスティバル

長崎県国際観光ウェルカムアンバサダーとして、アメリカ・ニュー
ヨークへ。第5回ジャパンパレードに参加するとともに、ニューヨ
ーク県人会の提案を受けて、ブルックリンで開かれた日本文化を発
信するイベントに参加。

〃 小中学校音楽教員向け
実技講習会

チトセピアホールにて、小中学校の音楽科の教員を対象にした実技
講習会に、長崎検番が登壇。長崎の花街や長崎検番の歴史などを説
明、太鼓・鐘・踊りの実技講習を行う。

〃 ハウステンボス社員向け研修
（全3回）

・講義：「長崎におけるおもてなしの文化」（WEB対応）
・体験を通じた学び（at長崎検番事務所）
・ハウステンボス社員による最終発表（at長崎検番事務所）

〃 長崎商工会議所女性会におけ
る卓話

長崎商工会議所女性会例会において「長崎検番の歴史と検番文化の
継承について」と題し、卓話を実施。
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おわりに
　全国各地の花街が衰退するなか、長崎独自の
文化を後世に伝えるためにも、長崎検番は存続
させなければならない。そのため、株式会社長
崎検番の樫山取締役は「芸妓衆を長崎県国際観
光ウェルカムアンバサダーとして、長崎の PR
活動に積極的に展開させる。また、旅行会社か
らのオファーにも積極的に対応し、築 100 年を
超える検番事務所を長崎観光の 1 つとして活用
できるよう、2 階の舞台の環境整備のため、改
装工事を実施した」と語るなど、お座敷以外の
出演機会の創出増や、検番事務所そのものを観
光地化するなど、収入面の確保に努めている。
また、株式会社となった 2022 年以降、同検番
には毎年 1 名ずつ新入社員（芸妓）が入社して
いることから、今のところ後継者不足にも対処
できているといえよう。

　ところで、これは長崎検番が直接行うことで
はないが、検番の建物周辺の環境整備も急がれ
よう。本稿が掲載される「ながさき経済 2026
年秋号」の表紙撮影の際に、非常に気になった
のが、足もとの整備された石畳に対して、周囲
に目立つ電柱であった。丸山町を訪れた人に旧
花街の雰囲気を少しでも感じてもらえるために
も、周辺の無電柱化を早急に推進すべきと強く
感じた次第である。
　株式会社長崎検番は、「長崎に伝承されてき
た伝統芸能の育成、振興を図るとともに、検番
文化、料亭文化を生かしたまちづくりに向けて、
観光都市長崎の振興及び地域経済の発展に寄与
して参ります」と表明しており、わが国の花街
文化継承の一翼を担いつつ、長崎観光にとって
も他所にはないコンテンツとして貴重な存在と
なっている。

（杉本 士郎）

※写真提供：株式会社長崎検番（2 枚共）

1966（昭和 41）年まで行われていた長崎検番
「夏のおどり」（2019 年）

「実花会日本舞踊発表会」出演（2024 年）
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1.�国際都市・長崎を支えた交流の歴史
　長崎内外倶楽部は、1899（明治 32）年、居留
地制度の撤廃を契機に、倉場富三郎氏をはじめ
とする長崎財界の有志によって設立されまし
た。日本人と外国人が自由に集い、交流を深め
る国際的な社交の場として発足しました。最盛

期には 200 人を超える会員が集い、経済人だけ
でなく外交関係者らも含めた交流を通じて、国
際都市・長崎を象徴する存在となりました。し
かし、戦後の社会経済情勢の変化などにより活
動は縮小し、1962（昭和 37）年にその歴史に幕
を下ろしました。

長崎内外倶楽部、64 年ぶりに再興
～歴史を未来につなぐ「交流の場」への期待～

　明治時代に国際都市・長崎を象徴する交流の場として誕生した「長崎内外倶楽部」が、2026
年 8 月 1 日、64 年ぶりに再興されました。人口減少や少子高齢化が進み、地域経済を取り巻く
環境が大きく変化するなか、長崎が持つ「外とつながる力」を改めて地域の活力へ生かそうとす
る取り組みとして注目されます。歴史ある交流の場の復活は、単なる文化の継承ではなく、新た
な価値を生み出す挑戦として期待されています。

設立総会であいさつする森会長（筆者撮影。以下同）
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2.�出島に受け継がれる「交流」の精神
　再興の舞台となる旧長崎内外クラブの建物は、
現在も出島に残る明治期の洋風建築です（国指
定史跡：出島和蘭商館跡）。各室にマントルピー
ス 1 を備え、南側にはベランダを配した英国風の
建築様式は、当時の面影を今に伝えています。
江戸時代の出島は、西洋との貿易や文化交流、
外交の拠点として機能し、異なる文化や価値観
を受け入れながら新たな知識や技術を取り入れ
てきました。その歴史を見つめると、長崎の発展
は常に「交流」とともにあったことが分かります。

1　�暖炉の焚たき口の周辺部分。また、暖炉の上部の飾り棚。（小学館『デジタル大辞泉』「マントルピース」コト
バンク）

3. なぜ今、長崎内外倶楽部なのか
　今回の再興が注目される理由は、歴史的な建
物や伝統を受け継ぐことだけではないことにあ
ります。長崎県では全国を上回るペースで人口
減少と少子高齢化が進み、地域経済を支える人
材や市場の縮小が大きな課題となっています。
そのようななかで地域が持続的に発展していく
ためには、地域内だけで完結するのではなく、
国内外から人材や企業、投資、情報を呼び込み、
新たな価値を創出していくことが重要になりま
す。長崎が古くから培ってきた「外とつながる
力」を現代の地域づくりに生かそうという考え
方は、人口減少時代における地域戦略の一つと
して大きな意味を持つといえるでしょう。

4. 地域経済の未来につながる
　 「知的社交クラブ」
　再興した長崎内外倶楽部が目指すのは、単な
る親睦団体ではありません。企業人や研究者、
行政、文化人など多様な人材が集い、学び、対
話し、新たな行動につなげる「知的社交クラブ」

旧長崎内外クラブ

出島概観。中央左側の洋館が旧長崎内外クラブ

出島和蘭商館跡を紹介する立て看板
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としての役割を掲げています。国際交流や人材
育成、地域課題の解決、新たなビジネスの創出
などを視野に入れ、交流を地域の活力へ結び付
けることを目指しています。観光や文化芸術、
造船、海洋、半導体、医療、カーボンニュート
ラルといった幅広い分野で交流を促進し、新た
な連携が生まれることも期待されています。
 

5. 再興を未来への力に
　人口減少が進む時代には、一つの企業や組織だ
けで地域課題を解決することは容易ではありませ
ん。異なる立場や専門性を持つ人々が出会い、新
しい発想や協力関係が生まれる「場」の存在は、
これまで以上に重要になります。長崎内外倶楽部
が、長崎の歴史と国際性を受け継ぎながら、新た
な人材やビジネス、地域の魅力を育む交流拠点と
して発展していくことを期待します。

ブライアン・バークガフニ名誉教授（長崎総合科学大学）
による記念講演の様子

-----------------------------------------------------------------------------------
【DATA】長崎内外倶楽部（2026 年 8月 1日現在）
設立総会
日時：2026 年 8月 1日（土）
会場：旧長崎内外クラブ 2階（長崎市出島町 6-1 出島和蘭商館跡内）
会員数：61名
主な役員・会員（敬称略）
会長
森 拓二郎（株式会社十八親和銀行 顧問）

副会長
嶋崎 真英（長崎自動車株式会社 代表取締役会長 グループCEO）

名誉会員
ジルベルト・ジョルジェ・デ・ソウザ・ジェロニム（駐日ポルトガル共和国特命全権大使）
ヒルス・ベスホー・プルッフ（駐日オランダ王国特命全権大使）
ジュリア・ロングボトム（駐日英国特命全権大使）

特別会員
平田 研（長崎県知事）
鈴木 史朗（長崎市長）

顧問
都倉 俊一（作曲家・第 23代文化庁長官）
杉田 亮毅（株式会社日本経済新聞社 名誉顧問）

（村田　聡）
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　公益財団法人十八親和ふるさと振興基金は、2026 年度下期の助成金交付先として 23団体を公表し

ました。今回は全 23団体の概要を紹介します。

　 地域 助成対象事業 助成先団体 活動内容

1 長崎 里山保全事業 げんきやま保全の会 里山の荒廃が見られる地域の森を整備し、定
期的に竹林の伐採整備を行っています

2 長崎 子育て支援フォーラム
～育児と介護のダブルケ
ア～ 開催

ながさき子育てネット 子育てしやすいまちづくりの推進を目的に情
報交換や交流を深める活動をしています

3 長崎 男性用サニタリーボック
ス普及・トイレマナー啓発
事業

みんなにやさしいトイ
レ会議

誰もが安心して快適に利用できる公共トイレ
の実現を目指して活動をしています

4 長崎 留学生対象日本語講座 長崎留学支援セン
ター

長崎の活性化のための留学生支援を行って
います

5 長崎 第30回三重地区みなと
祭り開催

三重地区みなと祭り
運営協議会

地域住民のふれあいと賑わいの創出を目的に
長年にわたり「三重地区みなと祭り」を継続し
て開催しています

6 佐世保 コールあざみ50周年記念
公演 フォレスタコンサート
in田平開催

コール・あざみ 合唱活動を通じた文化振興と世代間交流を
するなど地元の文化活動を盛り上げる活動を
行っています

7 佐世保 させぼ障害者スポーツ交
流大会2026開催

佐世保地区 障がい
者就労支援協議会

スポーツ交流の大会を開催、障がいの有無に
関わらず参加者同士が交流し、相互理解を深
める活動を行っています

8 佐世保 第28回佐々町少年少女
合唱団　定期演奏会開催

佐々町少年少女合
唱団育成会

佐々町の児童健全育成のために結成、歌を
通して子どもたちに成長と学びの場を提供し
ています

9 大村 第７回おちゃくじらと高校
生による合同演奏会開催

吹奏楽団 おちゃく
じら

誰もが演奏を楽しめる楽団として高校吹奏楽
部との合同演奏会を開催し、地域の吹奏楽
文化の継承に取り組んでいます

10 諫早 新そばまつり開催 幻の高来そば振興
協議会

希少な在来種『高来そば』の認知度向上と地
域の魅力発信、交流人口の拡大と地域活性
化を目的に活動しています

11 諫早 諫早中核団地自治振興
会 設立40周年事業

諫早中核団地自治
振興会

環境維持や地域貢献等を目的に活動、400
年以上の歴史を持つ中核稲荷神社の管理と
地域文化の継承に努めています

十八親和ふるさと振興基金助成先の紹介十八親和ふるさと振興基金助成先の紹介



ふ る さ と 振 興

36　｜　ながさき経済　2026　秋号36

　 地域 助成対象事業 助成先団体 活動内容

12 諫早 田結浮立用太鼓・鉦の
移動式台車制作

田結浮立保存会 「田結浮立」を保存し、伝統ある文化財の円
滑な運営と振興を図ることを目的に活動して
います

13 島原 島原土搗唄用太鼓及び
大正琴の購入

島原土搗唄保存会 島原地区に伝わる土搗唄と作業踊りを郷土
芸能として保存継承する活動を行っています

14 島原 創立80周年記念事業
（市民文化講座）

島原文化連盟 島原地域における文化芸術の振興、次世代
育成、地域文化の保存・継承を目的に活動し
ています

15 島原 原城一揆まつり開催 原城一揆まつり実
行委員会

原城の歴史と文化の顕彰を図ることを目的に
地元住民参加型のイベントとして「原城一揆
まつり」を開催しています

16 島原 ウィスキー樽プランター
購入

小浜ば花いっぱい
にすうで

小浜町内の各所に花樽を設置し、定期的な
花の植え替えにより地域景観の美化など地
域の文化活動を行っています

17 島原 観櫻火宴武者鎧購入 観櫻火宴実行委員会 郷土史を題材に約180名の松明武者行列で
戦国時代の情景を再現する歴史文化イベン
ト「観櫻火宴」を開催しています

18 島原 西有家町みそ五郎まつり
開催

西有家町みそ五郎
まつり実行委員会

古くから伝わる伝説の巨人「みそ五郎」を題材
に地域の歴史や文化を次世代へ継承するこ
とを目的に活動しています

19 東彼 創団40周年記念演奏会
開催

男声合唱団 オールド
ダックス

創団40周年を迎える男声合唱団で、川棚町
内に根ざした地域文化活動を継続的に行っ
ています

20 離島 柔道用投込みマット貸出
事業

五島市柔道協会 柔道の普及・振興を図る団体として各種大会
の開催や少年柔道の育成を行っています

21 離島 和太鼓補修 冨江バラモン会 陣屋石蔵太鼓祭などのイベントを開催し、和
太鼓で地域を盛り上げる活動をしています

22 離島 設立50周年記念事業
（浜崎鼻ゴルフ場整備）

浜友会 手づくりで小値賀初の浜崎鼻ゴルフ場を整
備、ボランティアで草刈り作業やグリーン等の
整備や運営を行っています

23 離島 ねぶた用大太鼓用台車
修理等

福江商店街連盟 地域の商業振興と賑わい創出に取り組み、
「福江みなとまつり」のねぶた巡行の企画・運
営を担っています
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ご登録いただく情報は、適切なアンケートをお届けするためにお尋ねしており、
本人の同意なく第三者に開示することはありませんので、ご安心下さい。

リサチャンの会員登録はこちら
リサチャン HP はこちら

長崎県民アンケート ・ リサチャン（Research＠Nagasaki）は、
長崎県に特化した独自のインターネットリサーチシステムです。

地域の課題や特性についてアンケートを行い、広くお知らせしています。

皆さんの意見は、
メディアや企業のサービス・商品の開発、行政のまちづくりなどに取り上げられるかも。

長崎県民の声を集め、長崎のまちを元気にするリサチャン。
皆さんのご参加お待ちしています。

長崎県民アンケート長崎県民アンケート

◆自由コメント【J1を戦うV・ファーレン長崎へひとこと！！】

◯長崎を盛り上げてくれるのは嬉しいが、佐世保とか県北は置いてけぼりで淋しい。	 �
� （佐世保市、40歳代 女性）

◯今回からハウステンボスがスポンサーと聞きました。地元が応援するので地元民として興味を持ち
応援していきたい！� （佐世保市、70歳以上 女性）

◯今シーズンも、応援します！！ピースタにいっぱい行きます！！！� （時津町、50歳代 女性）

◯県内に 2つもトップリーグのチームがあるというのは凄いことだと思います。まずは J1残留を目指
し着実な勝利を目指してください。応援しています� （長崎市、40歳代 男性）

◯ J1優勝目指して頑張ってください！もう降格はいやです。ワクワクするプレー、試合を見せてくだ
さい。ずっと応援しています！� （長崎市、60歳代 女性）

◯地元の番組に出たりして街とつながって欲しいです。よく知らない。選手の皆さんの顔を覚えたい�
� （長崎市、50歳代 女性）

◯すみません、興味がありません。� （長崎市、40歳代 女性）

◯毎年ささやかながら応援させてもらっています！いつも試合がある時は町にサポーターの方が多く
いらしていて活気が溢れます。今年もまた強くなったV・ファーレンの姿を見せてください！！�
� （長崎市、30歳代 女性）

◯長崎県は、長崎市や佐世保市という都市部から人口流出が激化しています。バスケットと共に県民
を惹きつけるような大活躍をお願いします� （長与町、60歳代 男性）

◯小生は昔から野球観戦が好きで、サッカーにはイマイチなじみがなかったが、V・ファーレンの活躍
は期待している。関東在住の友人に、FC東京の熱烈なファンがいて、長崎での試合には応援に来る
と言っており、再会を楽しみにしている� （長与町、70歳以上 男性）

◯サッカーはずっと好きです！まだ観に行く機会がなくて、観に行けていません、Vファーレンの事
を陰ながら応援しています� （南島原市、50歳代 女性）

◯ 1試合 1試合を丁寧に大事に戦ったら、その積み重ねで結果が出ると思うのでチームプレーで頑張っ
て欲しい� （諫早市、60歳代 女性）

（杉本 士郎）
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